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一般財団法人省エネルギーセンター
調査・ソリューション本部
調査部 部長

平野 聡 氏 パナソニック株式会社
エレクトリックワークス社
スマートエネルギーシステム開発部
総括主幹技師・第二課課長

鈴木 基啓 氏（写真中央右）

パナソニック株式会社
エレクトリックワークス社
スマートエネルギーシステム開発部
渉外担当

松林 成彰 氏（写真右）

パナソニック株式会社
エレクトリックワークス社
スマートエネルギーシステム開発部
主任技師

竹口 伸介 氏（写真中央左）

パナソニック株式会社
エレクトリックワークス社
スマートエネルギーシステム開発部
主幹技師・博士（工学）

町田 博宣 氏（写真中央）

パナソニック株式会社
エレクトリックワークス社
スマートエネルギーシステム開発部
部長

山口 泰弘 氏（写真左）

水分子の籠構造の中にゲスト物質を包接したクラスレートハイドレートを開発。

ReduceReduce
排熱実態調査

15業種全国1273事業所の
排熱実態を調査

10℃前後の熱需要に
応える蓄熱技術で、
省エネルギー化を実現

蓄熱

高密度蓄熱システム（低温用）の研究開発工場設備の排熱実態調査報告書 RecycleRecycle

高密度蓄熱システムを食品製造プロセスに適用した際のイメージ模型。

氷蓄熱（融点0℃） 高密度蓄熱（融点10℃前後）

ゲスト物質

氷より高温で
蓄冷可能

水分子水分子

相互作用

水素結合
氷と同等の
蓄冷量

業種別・温度帯別の未利用熱量（排ガス熱量）の全国推定値 [単位：PJ/year]

排ガス温度

電力・化学は右軸

省エネ・脱炭素への道をひらく 未利用熱エネルギー活用技術
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200℃未満の未利用熱量
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200℃未満の温度帯を利用することが
新技術の中心的な課題だと判明

NEDOと国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）
は、どのような技術開発を行えば、未利用熱エネルギーの有
効活用ができるかを探るため、2014年から2017年にかけ
て生産現場での排熱の状況に関する実態調査を行いました。
調査では、15業種全国1273事業所を対象に未利用熱排出・
活用状況に関するアンケート等を実施し、その結果を2019
年3月、報告書にまとめました。

ベンチマークにしたのは2000年度に一般財団法人省エネ
ルギーセンターが実施した工場群のエネルギーシステムに

関する調査です。当時、産総研 省エネルギー研究部門の総
括主幹として調査にあたった平野 聡氏は「その調査から10
数年経って、生産現場の排熱の状況がどう変化しているか、
また技術を導入する際の障壁を調べ、プロジェクトの技術開
発に役立てることを目指しました」と語ります。企業にとっ
て排熱のデータは秘匿性が高く、調査には各方面の協力が必
要でした。その点について平野氏は「NEDO事業だから、信
頼して機微に触れる情報をご提供いただけたのだと思う。皆
さんの協力なしでは成り立たない調査でした」と話します。

調査の結果、未利用熱量の76％を占めるのが200℃未満
の比較的低温域であることや排熱を回収して利用する機器が
多くの現場で導入されていることなどが分かり、また、新技
術の導入に対する心理的バリアは小さいものの、導入を妨げ
る要因としてコスト面の問題と認知度や人材の不足といった
課題も判明しました。
「生産現場の声と研究開発の方向性を橋渡しすることが使

命だと考え、調査ではアンケート以外に、現地調査も精力的
に行いました。実際の研究開発も、この調査結果を基により
現実に即したものになったと聞いています」と平野氏。

たくさんの方々の協力によって得られた成果は、未利用熱
活用技術の開発ストーリーの中でマイルストーンとしての役
割を果たすことになりました。

従来材料の2倍の蓄熱密度を達成
氷蓄熱に比べ約30％の省エネルギー効果

NEDOとパナソニック株式会社エレクトリックワークス
社は、低温用の高密度蓄熱技術の開発に取り組んでいます。
産業分野では、これまで低温用の蓄熱材は氷蓄熱しかなく、
冷凍機で0℃以下に冷却する必要がありました。しかし、
10℃前後の熱需要も多く、その温度帯で蓄熱できれば冷凍
機の運転を省エネルギー化できます。また、夜間電力を利用
して蓄熱すればピークシフトにも貢献できます。

実用化に向けては、過冷却現象のため冷却温度を下げる必
要があり、冷却コストの上昇等の課題がありました。プロ
ジェクトでは、過冷却のメカニズムを解くため大学研究室と
共同で基礎研究にも取り組み、氷よりも高い温度で蓄熱でき
るクラスレートハイドレートの開発を目指しました。

同社総括主幹技師の鈴木 基啓氏は「NEDOプロジェクト
ということで国内の知見豊富な大学の先生方と共同研究で
き、分析やシミュレーションでも協力をいただいたことで、
開発を加速することができました」と話します。

現在は食品製造プロセスへの適用を想定した模擬システム
を構築し、5～6℃で固体になり、理論通りの蓄熱量になるこ
とが確認できました。

蓄熱モジュールの開発を担当した主任技師の竹口 伸介氏
は「過冷却の理論をおさえたことはモジュールの開発にも役
立ちました。今後は実際にユーザーの現場での検証を行う必
要があり、模擬システムとの差をどう埋めていくかが課題で
す」と言います。

蓄熱材料の開発にあたった同社主幹技師の町田 博宣氏は
「クラスレートハイドレートはゲスト物質によって2℃から
30℃弱まで温度帯をデザインできます」と用途の広さを語
り、鈴木氏は「再生可能エネルギーの導入が進んだとき、電
力を熱として蓄えることで需給バランスを調整するニーズに
も応えられる」と蓄熱技術の将来性に期待を込めました。
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